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阪大 英 文 科 の43年 ・
OsakaLiteraryReviewの30年
藤 井 治 彦
OsakaLiteraryReviewが第30号を出す という。第20号が出た ときには、
この同人誌 を作 った ときの事情を、創刊の頃の同人の一人 として、書かせ
てもらったが、あれか ら更に十年の歳月が流れたことになる。時は、夢の
中のように、音 もな く過 ぎ去 ってゆ く。 この同人誌の母体 を成 している大
阪大学の英文学 ・英語学関係の人々 も次々に変化 した。今の同人の中には、
この雑誌より後に生 まれた人さえいるのだか ら、古い歴史のことなど忘れ
られてもしかたない。 しかし、人間は、 自分 の属する集団がどのようにし




学部の一部 として発足した。英文学講座は発足 したときか ら存在 していた
から、文学部の中でもっとも歴史の長い講座 のひとつ とい うことになる。
初代の教授は竹友乕雄(藻 風)で ある。藻風 は㍉上田敏の高弟であ り、詩
人であり、おびただしい数の研究、翻訳、エ ッセイを残した。若い頃、ア
メリヵで勉強し、コロンビア大学のMAで あ った。そうい う経歴のため も
あって、素晴らしい速さで英語の書物を読み、生 き生 きとした英語 を駆使
することができた。 もっと大切なことは文学 その ものについての感受性を








年を前にして、1954年に世 を去 り、矢本先生は1956年、職 を辞された。竹
友 ・矢本時代 の一時期、のちに英語史の権威 となる松浪有氏(現 在、青山
学院大学教授)が 助手をなさっていた。現在17世紀英文学研究会の会長で




1955年か ら1959年まで教授の職にあられたのは、加藤猛夫(東 知)先 生
である。先生は温和な、 まるまるとした体躯の、古風 な紳士であった。戦
前は見事 な髭 をぴん と立ててお られたとい うことであるが、この頃は、地













大学院の演習などで、生意気盛 りあ院生がひね くれた解釈をす ると、途方
に暮れたような顔 をされて、静かにその読み方を退けられた。先生は全身
全霊 をあげて感 じる事 を好 まれ、頭の中で理屈 を作 り上げることを嫌われ
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た。先生のお書 きになるも4)には、若い頃か ら、老成 した地味 な落ち着 き
があり、 しか も最後 まで青年のような若 さとはにかみを失われなかった。
村上先生はワーズワースについて と新古典主義の詩について、二冊 の大著
を残された。




く知 っておられるので、簡単に記すことにす る。1960年に村上先生 の助教
授 として着任された山川鴻三先生は、1974年、教授 となられ、1981年まで
その職にあられた。ご退職後は追手門学院大学、仏教大学で教えられた。
今 もお元気で、毎年のようにヨーロッパにおでかけにな り、お好 きな美術
品を見て回っておられるのは、 まことに羨 ましい境地である。1975年、藤
井治彦が助教授 とな り、1981年に教授 となった後、1983年、玉井璋先生を





1980年に定年 を迎 えられた。その後、大手前女子大学教授 として、研究 と












るであろう。 また阪大の英文科 に対す る評価は、現在 と将来の同人諸君が
何 を達成するかで、次第に定 まってゆ くであろう。私たちが歴史を持つ存
在であることについて、同人諸氏の自覚 を促 し、OsakaLiteraryReviewの
発展を心か ら祈 りたい。
